
瀬戸内市立美術館               

２０１０．１０．１開館

Satake Toku

明治 30（1897）年大阪市生まれ。本名徳次郎。鹿子木
孟郎、藤島武二などに学ぶ。大正 10（1921）年帝展特
選となるなど、若くしてその実力を高く評価される。昭
和 20（1945）年戦災に遭い、生まれ変わったつもりで
画家としての名を『徳』と改める。昭和 34（1959）年
に初めて牛窓オリーブ園を訪れ、その後、同園を拠点と
して多くの作品を制作。「オリーブの画家」と称される。
日本芸術院賞、岡山県文化賞、三木記念賞、山陽新聞賞
などを受賞。日本芸術院会員。牛窓町名誉町民第１号。
平成 10（1998）年、100 歳で逝去。

【前期展】10月 １ 日（金）～ 11月 14 日（日）
【後期展】11月 16 日（火）～ 12月 26 日（日）

記念講演会「佐竹徳と牛窓」
宝木範義氏（明星大学教授）　
日時　10 月２日（土）　午後２時～
場所　牛窓町公民館（美術館東隣）

共催展　瀬戸内市文化協会美術展 
 「日本のエーゲ海  ― 光と風 ―」
期間　10 月１日（金）～ 11 日（月）
会場　ギャラリーＳ
観覧料　無料

　開館記念として、「佐竹徳展」を開催し
ます。この展覧会では、美術館が収蔵・寄
託する佐竹徳画伯の作品を前期と後期に分
けて紹介します。
　牛窓オリーブ園をモチーフにした大作、
牛窓に来訪する前の作品、初公開の作品、
珍しいデッサンなど、佐竹徳の世界を満喫
することができます。
　牛窓の美しい自然に魅せられた佐竹徳画
伯の作品を通して、その魅力も再発見して
ください。
入館料　大人 400 円、団体（20 人以上）　
　　　　300 円、中学生以下無料
※ 10 月１日（金）から３日（日）までは 
　開館記念として特別に無料となります。

　

10
月
１
日
（
金
）、
瀬
戸
内
市

立
美
術
館
が
開
館
し
ま
す
。

　

美
術
館
で
は
、
佐
竹
徳
画
伯
の

作
品
を
中
心
に
、
本
市
ゆ
か
り
の

美
術
作
品
を
展
示・紹
介
し
ま
す
。

　

旧
牛
窓
町
で
は
、
佐
竹
画
伯
の

記
念
美
術
館
を
建
設
す
る
構
想
が

持
ち
上
が
り
、
美
術
館
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
と
、
平
成
９
年
に
画

伯
か
ら
80
点
も
の
作
品
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
市
は
こ
の
美
術
館
建
設

の
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
美
術
館
建

設
準
備
委
員
会
な
ど
で
検
討
を
重

ね
、
市
ゆ
か
り
の
作
家
・
作
品
を

あ
わ
せ
て
展
示
す
る
こ
と
と
し
、

芸
術
文
化
拠
点・生
涯
学
習
拠
点・

交
流
拠
点
・
観
光
拠
点
と
い
う
４

つ
の
機
能
を
持
つ
美
術
館
の
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

佐
竹
徳
画
伯
と
牛
窓

　

佐
竹
徳
画
伯
は
、
昭
和
34
年
、

友
人
の
案
内
で
初
め
て
牛
窓
オ

リ
ー
ブ
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
高
台

か
ら
臨
む
瀬
戸
内
海
と
オ
リ
ー
ブ

の
青
み
が
か
っ
た
緑
、赤
い
土
は
、

自
身
が
強
い
影
響
を
受
け
た
セ
ザ

ン
ヌ
の
描
い
た
地
中
海
を
連
想
さ

せ
、
強
く
心
を
惹
か
れ
ま
し
た
。

帰
京
後
も
そ
の
思
い
は
強
く
、
昭

和
38
年
に
牛
窓
に
制
作
の
拠
点
を

移
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
約
40
年
に
わ
た
っ

て
風
景
や
オ
リ
ー
ブ
の
樹
な
ど
を

モ
チ
ー
フ
に
作
品
の
制
作
を
続

け
、
昭
和
43
年
に
日
本
芸
術
院
賞

を
受
賞
し
た「
オ
リ
ー
ブ
と
海（
牛

窓
）」
な
ど
の
代
表
作
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

ア
ト
リ
エ
と
し
て
使
用
し
て
い

た
「
赤
屋
根
」
に
は
、「
オ
リ
ー

ブ
の
画
家
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

た
画
伯
を
慕
っ
て
多
く
の
人
が
訪

ね
て
来
ま
し
た
。
画
伯
は
い
つ
も

に
こ
や
か
に
客
を
も
て
な
し
た
と

い
い
ま
す
。
時
に
は
何
も
知
ら
な

い
観
光
客
に
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
う

こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

　

佐
竹
画
伯
は
、
時
に
は
何
年
も

か
け
て
1
枚
の
絵
を
描
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
は
、
貴
重
な
画
伯
の
作
品
を
何

点
も
観
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の

美
術
館
で
す
。
季
節
ご
と
に
展
示

替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、
訪
れ
る

度
に
画
伯
の
作
品
を
通
し
て
新
し

い
瀬
戸
内
市
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
く
だ
さ
い
。

上：「牛窓オリーブ園」1960 年ごろ制作、 
下：「オリーブの樹」1986 年ごろ制作

美術館の窓から見た牛窓の町並みと瀬戸内海

上：牛窓オリーブ園、左：アトリエ「赤屋根」での佐竹画伯（森勝正氏撮影）



館
内
の
紹
介

　

美
術
館
は
、
瀬
戸
内
市
役
所
牛

窓
庁
舎
の
３
階
と
４
階
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
旧
牛
窓
町
議
会
の
議

場
で
あ
っ
た
場
所
も
展
示
室
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
３
月
に
改
修
工
事
が

完
了
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
館
か
ら
は
牛
窓
の
海

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
美
術

館
を
訪
れ
た
際
に
は
瀬
戸
内
海
の

多
島
美
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

４
階
の
展
示
室
１
、
展
示
室 

２
、
佐
竹
徳
記
念
室
で
は
、
佐
竹

画
伯
の
作
品
を
中
心
に
美
術
作
品

を
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
絵
は
が
き
や
一
筆
箋
、

「
佐
竹
徳
」
図
録
な
ど
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。

　

３
階
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
休
憩

コ
ー
ナ
ー
、
研
修
室
を
設
置
し
て

お
り
、
一
般
の
人
へ
の
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

市
民
や
芸
術
家
に
よ
る
文
化
・
芸

術
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
南
側
に
は
休
憩

３Ｆ

ギャラリー

休憩コーナー研修室

事務室

WC女

WC男

エレベーター

入口

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
瀬
戸
内
の
美

し
い
海
を
見
な
が
ら
く
つ
ろ
げ
る

ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
室
で
は
「
絵
画
教
室
」
や

作
品
鑑
賞
会
な
ど
の
美
術
に
関
す

る
講
座
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

瀬
戸
内
市
ゆ
か
り
の　
　

芸
術
家
の
作
品
を
紹
介

　　

美
術
館
所
蔵
作
品
の
中
心
は
佐

竹
画
伯
の
作
品
で
あ
り
、
佐
竹
徳

画
伯
の
人
物
と
作
品
を
広
く
発
信

し
て
い
き
ま
す
が
、
瀬
戸
内
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家
や
作
品
も

展
示
・
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

本
市
は
、
竹
久
夢
二
や
東
原

方ほ
う
せ
ん僊

を
は
じ
め
と
し
て
、
柴
田

義ぎ
と
う董

や
松
岡
寿
な
ど
と
い
っ
た
画

家
、
書
で
は
大
原
桂
南 

、
写
真
で

は
緑
川
洋
一
な
ど
芸
術
家
を
多
数

輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
陶
芸

で
は
、
備
前
焼
の
森
陶
岳
氏
や
虫

明
焼
の
黒
井
千
左
氏
な
ど
が
現
在

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

美
術
館
は
、
こ
れ
ら
市
ゆ
か
り

の
芸
術
家
、
芸
術
作
品
に
関
す
る

研
究
拠
点
、
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　美術館は、市役所牛窓支所３階・４階に位置
しています。来館の際は、庁舎と牛窓町公民館
との間にあるエレベーターをご利用ください。

▽開館時間　午前９時～午後５時
※入館は午後４時30分までです。

▽休館日　毎週月曜日（祝日を除く）、祝日の
　翌日、年末年始、展示替え期間

▽観覧料（常設展）
・大人　４００円
・団体(２０人以上)　３００円
・中学生以下　無料
※特別展の場合は別に定めます。

▽アクセス
◎電車・バスで
　岡山駅からＪＲ赤穂線上り（約30分）邑久
駅下車／東備バス「牛窓行」（約20分）／紺
浦（牛窓支所前）下車すぐ
◎車で
　岡山ブルーライン「邑久ＩＣ」／県道39号
線を「牛窓」方面へ（約６km）

▽駐車場
　県道をはさんだ南側にあります（バス３台、
乗用車48台）。
■問い合わせ先
　瀬戸内市立美術館
　〒７０１-４３９２
　岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓４９１１
　☎０８６９-３４-３１３０
　FAX０８６９-３４-４７９０
　http://www.city.setouchi.lg.jp/~museum/

市
民
文
化
活
動
の

発
信
地
へ

　

美
術
館
で
は
、
市
民
が
芸
術
・

文
化
活
動
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を

育
み
、
瀬
戸
内
市
の
魅
力
を
草
の

根
で
発
信
し
、
地
域
が
元
気
に
な

る
よ
う
な
拠
点
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
の
貸
し
出
し
や
、
研
修

室
で
開
催
す
る
美
術
講
座
な
ど
を

通
じ
て
、
市
民
や
芸
術
家
が
活
動

の
成
果
を
発
表
し
、
学
べ
る
場
所

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

写
真
や
絵
画
な
ど
あ
な
た
の
作

品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
使
用
料
（
１
時
間
）

　

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

４
０
０
円

　

・
休
憩
コ
ー
ナ
ー　

２
０
０
円

　

・
研
修
室　

３
０
０
円

※
冷
暖
房
料
は
１
０
０
円
で
す
。

▽
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
開
館

日
に
限
る
）

※
こ
れ
ら
の
施
設
を
使
用
す
る
場

　

合
は
、
事
前
に
使
用
申
請
書
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
美
術 

　

館
主
催
事
業
な
ど
の
た
め
、
貸

　

し
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
期
間

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
美
術
館

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
館
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
岸
本
員か

ず
お
み臣

と
申
し
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
か
ら
約
13
年
余
り
前
、
地
元
の
有
志
の
方
か
ら
美
術
館
開
設
の
声
が
上
が
り
、
昭
和
38
年
に
牛
窓
に
制
作
の
拠
点

を
移
さ
れ
、
終
生
牛
窓
を
愛
さ
れ
た
佐
竹
徳
画
伯
か
ら
平
成
９
年
に
80
点
に
も
及
ぶ
秀
作
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

亡
き
佐
竹
画
伯
並
び
に
御
遺
族
の
方
々
に
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
方
の
ご

尽
力
無
し
に
は
美
術
館
開
設
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
重
ね
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
竹
画
伯
は
若
く
し
て
、
鹿
子
木
孟
郎
・
藤
島
武
二
・
安
井
曾
太
郎
な
ど
多
く
の
巨
匠
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
坂
田
一
男
を
介
し
て
の
セ
ザ
ン
ヌ
作
品
と
の
出
会
い
が
画
伯
の
そ
の
後
に
大
変
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

佐
竹
画
伯
は
、
昭
和
34
年
に
ご
縁
で
牛
窓
に
立
寄
ら
れ
、
そ
の
赤
土
と
オ
リ
ー
ブ
の
緑
に
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
然

へ
の
畏
敬
の
念
を
持
ち
、
自
然
と
ひ
た
す
ら
向
き
合
い
描
か
れ
る
画
伯
の
制
作
姿
勢
は
そ
の
お
人
柄
と
共
に
多
く
の
人

に
感
動
を
与
え
ま
す
。
佐
竹
画
伯
の
世
界
を
ど
う
ぞ
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開
館
を
迎
え
て
の
ご
挨
拶

４Ｆ

展示室１展示室２

佐竹徳
記念室

ミュージアム
ショップ

エレベーター

 受付 入口

ご利用案内とアクセス

瀬
戸
内
市
立
美
術
館　

館
長

案内図



A
d

m
in

istrative
  R

e
p

o
rt

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
錦
海
塩
田
」
跡
地
の
今
後
に

つ
い
て
は
、
有
償
無
償
に
か
か
わ

ら
ず
跡
地
の
取
得
と
公
的
管
理
に

向
け
て
、
現
在
破
産
管
財
人
お
よ

び
抵
当
権
者
と
の
交
渉
を
重
ね
、

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
行
政
改
革
」
で
は
、
市
民
活

動
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

市
民
活
動
応
援
補
助
金
を
始
め
ま

し
た
。
持
続
的
な
市
民
活
動
の
展

開
に
向
け
て
基
礎
は
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
状
況
は
順
調
に
回
復
し
て

お
り
、
今
後
も
財
政
見
通
し
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が
ら
、
必

要
な
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
中
期
財
政
見
通
し
を

立
て
る
た
め
に
、
現
在
関
係
課
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
合
併
後
の
優
遇
措
置
が

な
く
な
っ
た
時
点
ま
で
を
見
通
す

た
め
、
事
業
の
実
施
内
容
を
吟
味

し
、
来
年
度
の
予
算
要
求
ま
で
の

検
討
事
項
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
業
を
通
し
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
市
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
な
市
役
所
の
構

造
改
革
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
と
行
政
の
ス
リ
ム

化
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

緑
の
分
権
改
革
調
査
事
業

　

環
境
に
や
さ
し
い
低
炭
素
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
自

転
車
の
利
用
を
快
適
か
つ
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
総
務
省
か
ら
の

受
託
事
業
で
あ
り
、「
瀬
戸
内
市

バ
イ
ク
ビ
ズ
」
の
名
称
に
よ
り
、

実
現
に
向
け
た
有
効
な
方
策
を
取

り
ま
と
め
る
た
め
の
調
査
事
業
を

今
年
度
で
行
い
ま
す
。

メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
地
域
資
源
の
発
掘
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
先
進
地
調
査
、
市
民
意

識
調
査
、
本
市
に
対
す
る
市
外
の

人
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
を
行
い
、
瀬

戸
内
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
な
ど
を
策
定

し
、
商
品
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
農
業
や
商
工
業

の
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

　　

平
成
22
年
度
の
「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
お
よ
び

市
が
独
自
に
実
施
し
た
「
学
力
調

査
」
の
結
果
に
つ
い
て
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
は
、
抽
出
調
査
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
数
校
の
小
学
校
・
中

学
校
が
抽
出
校
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
学
校
は
希
望
実
施
校

と
し
て
同
じ
問
題
を
使
っ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

抽
出
校
の
結
果
は
、
平
均
正
答

率
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
は
国

語
Ａ
・
Ｂ
、
算
数
Ａ
・
Ｂ
の
す
べ

て
で
岡
山
県
平
均
を
上
回
り
、
算

数
Ａ
を
除
い
て
全
国
平
均
も
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
国
語
Ａ
・
Ｂ
、

数
学
Ａ
・
Ｂ
の
う
ち
、
国
語
Ａ
・

Ｂ
は
岡
山
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
が
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
た

の
が
国
語
Ｂ
の
み
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
独
自
の
「
学
力
調
査
」
の
結

果
は
、
到
達
度
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
４
年
生
・
５
年
生
、
中
学
校

１
年
生
・
２
年
生
の
国
語
と
算

数
・
数
学
の
す
べ
て
で
目
標
値
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

基
礎
的
な
学
習
内
容
に
つ
い
て

は
定
着
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

応
用
的
・
発
展
的
思
考
を
苦
手
と

す
る
児
童
生
徒
が
や
や
多
く
、
基

礎
的
問
題
に
比
べ
て
無
回
答
率
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
学
校
で
「
学
力
・

学
習
状
況
改
善
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
て
授
業
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に
応

じ
た
指
導
の
工
夫
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

市
長
か
ら

　

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
１
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

も
掲
げ
た
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い

て
総
括
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
医
療
・
福
祉
」
の
面

に
つ
い
て
は
、
新
市
民
病
院
の
建

設
に
向
け
て
、
外
部
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
招
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
市
独

自
の
学
力
調
査
の
実
施
、
学
校
教

育
予
算
の
増
額
、
図
書
館
の
建
設

に
向
け
た
具
体
的
研
究
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
子
育
て
」
に
つ
い
て
は
、
民

間
保
育
園
の
誘
致
に
加
え
、
地
域

全
体
で
子
育
て
を
進
め
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
」
に
つ
い
て
は
、
自
区

内
処
理
に
向
け
て
今
後
も
引
き
続

き
ご
み
の
減
量
30
％
の
取
り
組
み

た
。
同
様
に
地
域
生
活
支
援
事
業

を
利
用
す
る
際
の
低
所
得
者
の
負

担
も
、
７
月
１
日
か
ら
無
料
化
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
障
害
の
あ
る

人
が
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業

　

本
事
業
は
、
本
市
の
農
水
産
物

や
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
加
工
品
を

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
に
、景
観
、

自
然
、
歴
史
、
風
土
、
文
化
、
素

材
な
ど
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
、
他
地
域
に
は
な
い

付
加
価
値
の
高
い
商
品
の
開
発
を

行
う
も
の
で
す
。　

　

ま
た
、
開
発
さ
れ
た
商
品
と
本

市
の
魅
力
を
県
内
の
み
な
ら
ず
全

国
の
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
需
要
の

拡
大
と
市
に
対
す
る
興
味
や
来
訪

者
の
増
加
を
図
る
こ
と
で
、
農

水
産
業
な
ど
の
活
性
化
や
市
の
イ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
の

改
修
に
向
け
た
調
査
を
実
施

　

今
後
３
年
間
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
か
も
め
の
運
転
時
間
延
長
に

向
け
た
改
修
を
行
う
た
め
の
調
査

を
10
月
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
１
年
間
を
か
け
て
周
辺
地

区
の
大
気
質
、
騒
音
振
動
、
交
通

量
、
悪
臭
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
の

負
担
を
軽
減

　

本
市
で
は
、
障
害
が
あ
る
人
も

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
生
活
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改

正
に
よ
っ
て
、
４
月
か
ら
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
市
民
税
非
課
税
で

あ
る
低
所
得
者
が
利
用
す
る
場
合

に
は
、
負
担
が
無
料
化
さ
れ
ま
し

　

　瀬戸内市では、市花・市木・市鳥等選定投票を実施し、１カ月間にわたって市民の皆さんにそれぞ
れの候補へ投票を行ってもらいました。
　その結果、７月 30 日に開催された市花・市木・市鳥等選定委員会において、投票総数 1,572 票の
中から得票数の一番多いものを瀬戸内市の市花・市木・市鳥・市の海産物として決定しました。
　市のシンボルとして、地域でのイベントや市外へのＰＲの際にぜひご活用ください。 

市の花　

得票数　1,243 票
鎌倉時代、備前福岡一文
字派の刀工が製作した上
質の太刀に後鳥羽上皇が
菊紋を入れたという「菊一文字」につながります。
市民による菊花展も盛んに開催されています。

市の木　

得票数　661 票
木そのものがさわやかな
地中海を連想させ、「日
本のエーゲ海」を広く国
内に印象付けています。また、市の温暖な気候と太
陽いっぱいの明るい様子を想像することができます。
　

市の鳥　

得票数　676 票
姿が大変愛らしく、四季
を通じてよく見かけるこ
とから親しみを持てま

す。また、その姿が住む人の心をなごませることか
ら、安らぎのある市をイメージできます。　

市の海産物　

得票数　956 票
海のミルクといわれ、高
い栄養価を持ち、市の特
産品として関西にも知ら

れています。また、カキ棚のある風景は朝日100選
にも選ばれており、県外へのアピール力があります。

瀬戸内市の花、木、鳥、海産物を決定



物件番号３（旧長船交番敷地）

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る

こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対
し
て
、

現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

に
取
り
付
け
る
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
が
必

要
な
場
合
に
は
そ
の
支
援
も
行
い

ま
す
。

▽
支
援
対
象

　

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の

受
信
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て
お

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

　

・
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
公
的
扶

　

助
受
給
世
帯

　

・
障
害
者
の
い
る
市
町
村
民
税
非

　

課
税
世
帯

　

・
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者

※
既
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

　

聴
し
て
い
る
世
帯
は
支
援
の
対

　

象
外
で
す
。

▽
申
請
期
限
（
平
成
22
年
度
分
）

　

12
月
28
日
（
火
）

▽
申
込
方
法

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
申
込
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
窓
口
、
市
役
所
の
福
祉
課
、
保

健
福
祉
部
邑
久
分
室
、
牛
窓
支
所

お
よ
び
裳
掛
出
張
所
に
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
保
有
す
る
公
有
財
産
の

う
ち
、
次
の
物
件
を
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。

　

入
札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

公
告
お
よ
び
入
札
要
領
を
ご
確
認

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
物
件
概
要　

下
表
の
と
お
り

▽
申
込
期
限　

11
月
26
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分 （
平
日
の
み
）

▽
申
込
方
法

　

契
約
管
財
課
で
申
込
書
な
ど
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
な

ど
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
請
求
す
る
と
き
は
、
宛

先
明
記
で
２
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
A
４
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
、
契
約
管
財
課
あ
て
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
限
ま
で
に
入
札
参
加
の

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

　国民年金には、経済的な理由などで保
険料を納めることが困難な場合には、申
請により保険料の全額または一部が免除
される「申請免除制度」や障害基礎年金
を受けている人などが該当する「法定免
除制度」があります。
　また、20 歳代の若年層を対象として
保険料の納付が猶予される「若年者納付
猶予制度」や学生の人を対象とした「学
生納付特例制度」もあります。
　これらの保険料免除や納付猶予などを
受けた期間については、年金を受け取る
ために必要な受給資格期間に参入されま
すが、年金額は保険料を全額納付した場
合より少なくなります。
　このため、これらの期間は 10 年以内
（例えば平成 22 年２月分は平成 32 年２
月末まで）であれば、あとから保険料を
納付すること（追納）ができるようになっ
ており、将来の年金額を増額するために
も、追納することをおすすめします。
　なお、保険料の免除や納付猶予などの
承認を受けた年度から起算して、３年度
目以降に保険料を追納する場合は、当時
の保険料額に経過期間に応じた加算額が
上乗せされます。
■問い合わせ先
　岡山東年金事務所
　☎０８６ - ２７０ - ７９２５

※
支
援
の
申
し
込
み
に
当
た
っ
て

　

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
結

　

び
、
受
信
料
全
額
免
除
の
適
用

　

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
自
分

　

で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア

　

ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の
費
用
を
清

　

算
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

①
支
援
制
度
に
つ
い
て　

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー　

　

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
５
７
０-

０
３
３
８
４
０

　

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

０
０
０
５
８
８

　

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

契
約
管
財
課

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０
番
地
１

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
０
７
９

売り払いの対象となる公有財産の概要
物件
番号 所在地 区分 旧用途 公簿数量

 　　     　㎡
最低売払価格
       　    円

摘要

1 瀬戸内市牛窓町牛窓 4951 番 32 土地 道路改良残地 222.00 6,195,000 更地

2 瀬戸内市牛窓町長浜 6885 番 35 土地 仮設駐車場 459.00 2,524,000 更地

3
瀬戸内市長船町土師 144 番 13 土地 長船交番敷地 178.96

5,418,000 一部構造物あり
瀬戸内市長船町土師 145 番 3 土地 長船交番敷地 0.21

※物件番号３は、２筆の土地を一体で売り払います。なお、145 番 3は、公簿地目が雑種地ですが、現況は 144 番 13 の宅地の一部とみ 
　なされますので、地目変更および合筆については、買受人が必要に応じて行ってください。

　

福
祉
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　

市
で
は
、
現
在
、
国
勢
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
国
が
実
施
す
る

基
幹
統
計
で
、
各
種
施
策
を
策
定

す
る
際
の
基
礎
と
な
る
ほ
か
、
地

方
交
付
税
の
算
定
に
も
利
用
さ
れ

る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
は
、
10
月
１
日
現

在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
お
よ
び
世
帯
で
す
。
住
民
票

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に

住
ん
で
い
る
場
所
で
調
査
を
行
う

た
め
、
住
民
票
が
な
い
状
態
で
瀬

戸
内
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

先
月
下
旬
か
ら
、
皆
さ
ん
の
お

宅
に
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
今
回
か
ら
郵
送
提

出
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
従
来

ど
お
り
の
訪
問
回
収
も
可
能
で
す

の
で
、
希
望
の
提
出
方
法
を
調
査

員
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
郵
送

提
出
で
の
提
出
期
限
は
10
月
７
日

（
木
）
で
す
（
郵
送
料
不
要
）。

　

な
お
、
10
月
12
日
（
火
）
を
過
ぎ

て
も
調
査
票
が
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

調
査
期
間
中
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

①
調
査
全
体
、
調
査
の
内
容
、
調

　

査
票
の
記
入
方
法
に
つ
い
て

　

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０-

０
１-

２
０
１
０

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　

☎
０
３-

６
７
３
８-

６
６
７
７

　

設
置
期
限　

 

10
月
31
日
ま
で

　

受
付
時
間   

午
前
８
時
〜
午
後

　

９
時
（
土
日
祝
日
も
利
用
可
）

　

一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
市

　

内
通
話
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま

　

す
。
Ｉ
Ｐ
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
の
電
話

　

番
号
は
、
規
定
の
料
金
が
か
か

　

り
ま
す
。

②
調
査
票
の
不
足
、
未
配
布
、
調

　

査
員
へ
の
連
絡
に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

年度
（月分）

全額免除
納付猶予
学生納付特例

3/4 免除 半額免除 1/2 免除

12 15,770

13 15,180

14 14,590 7,300

15 14,360 7,180

16 14,180 7,090

17 14,220 7,110

18 14,260 10,690 7,130 3,560

19 14,300 10,720 7,150 3,570

20 14,410 10,810 7,200 3,600

21 14,660 10,990 7,330 3,660

平成 22年度中に納付する場合の額

※平成 20、21 年度はまだ加算が付きません。

（単位：円）

地上デジタル放送用
チューナー アナログテレビ

ビデオ端子などで接続することで、アナログテレビでも受
信が可能に

国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

お詫びと訂正　本紙 9月号 P7 で、「社会を明るくする運動」標語の中で時実沙希さんのお名前が、「紗希」となっていました。訂正し、お詫び申し上げます。



　10 月 1 日、いよいよ
瀬戸内市立美術館がオ
ープンします。
　穏やかな陽光が差し
込む窓からは、牛窓の
町並みと前島や小豆島
など瀬戸内海の多島美

今月の表紙

を望むことができます。「オリーブの画家」と呼ばれ、その温かい人
柄で慕われた佐竹画伯の絵とともに訪れた人の心を優しく癒してくれ
るのではないでしょうか。

　７月18日、国府小学校で、第１回国府っ子祭
りが開催されました。国府小学校ＰＴＡが、活気
ある学校づくりを目的に企画したものです。
　会場には、保護者や地域のボランティアなどに
よる迷路、読み聞かせなどたくさんのコーナーが
設けられ、子どもたちの人気を集めていました。
　また、体育館では、南輝小学校（岡山市）の児
童でつくる「南輝ブルースカイ」がうらじゃを披
露。最後は観客も巻き込んで踊り、保護者と子ど
もたちの絆を深めていました。

活気ある学校を目指して

　８月18日、奥山とよのさん（邑久町虫明）が
満１００歳を迎え、桑原真琴副市長が入所してい
る特別養護老人ホーム宗玉園（玉野市）を訪問し
ました。お祝い状を受け取った奥山さんは何度も
「ありがとうございます」とお礼を述べていました。
　26日には、25日に満 100歳を迎えた山根益
野さん（邑久町虫明）が入所している小規模多機
能ホームかおりを土井和子保健福祉部長が訪問。
山根さんは、笑顔でお祝い状を受け取りました。
　お二人ともこれからも元気でお過ごしください。

　７月17日に、出島公園（牛窓町牛窓）で牛鬼
まつりが開催されました。本牛窓音頭保存会が３
世代が楽しめる祭りとして始め、今年で10年目
を迎えました。
　この日は、武久顕也市長も自慢の歌声を披露し
て会場を盛り上げました。恒例の踊りコンテスト
には、職場や地域の15チーム約500人が参加。
牛窓の歴史や自然などを織り交ぜた本牛窓音頭の
おはやしに合わせて、大人から子どもまで一緒に
なって踊りを楽しみました。

賑やかに踊りの輪

いつまでもお元気で

　７月19日、庄田山朝日寺（邑久町庄田）で投
げ銭供養が行われました。正式には、如

にょほうきょうほうえ

法経法会
といわれるこの行事。約300年前、尻海の船主
たちが、亡くなった仲間たちの霊を供養するため
に小銭を法要中に投げたのが始まりと伝えられ、
市の重要無形民俗文化財にも指定されています。
　住職が故人の戒名と施主の名前を読み上げ、縁
故者や知人が白い紙に包んだ小銭を祭壇へ向かっ
て次々に投げると、赤いじゅうたんがあっという
間に白く埋まりました。

　７月24、25日の２日間、邑久町下笠加の畑で
農事組合法人ネオ・アシスタント淳風によるとう
もろこし大収穫祭が開催されました。
　1.6haの畑に甘みの強いゴールドラッシュ種
約7万株を栽培。今年は、梅雨期の天候不順で
生育の遅れが心配されましたが、その後の晴天続
きで無事回復しました。
　当日は、朝から強い日差しが照りつける中、た
くさんの家族連れなどが来場し、手にしたかごい
っぱいに収穫していました。　

大きいの見つけたよ

小銭を投げて供養



　長船町磯上地区では、
このほど住宅用火災警報
器を地域で共同購入しま
した。
　磯上地域支援親和会が
各自治会長を通じて共同
購入を働きかけたとこ
ろ、多くの人から賛同が

あり、約300個を購入しました。
　会長の岡村さんは、「地域全体に安心感が広がる
とともに、一括購入で１個当たりの単価も安くなり
ました。万が一火災が起きても早期発見につながる
と思います」と語っていました。

　住宅用火災警報器は、消防法により設置が義務づ
けられており、本市では、平成23年５月31日までに
既存住宅にも設置が必要です。
　住宅用火災警報器は、住宅火災により死に至った
原因の７割を占める「逃げ遅れ」を防ぐとともに、
初期消火にも有効です。
　購入は、お近くの電気店、ホームセンター、消防
設備取扱店、電気工事店、農協などでできます。
　なお、消防本部では、自
治会、その他団体での共同
購入を推奨しています。
■問い合わせ先
　消防本部予防課

　

来
年
７
月
24
日
に
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
便
乗
し
た
悪
質
商

法
が
増
え
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の

調
査
会
社
や
ア
ン
テ
ナ
工
事
業
者

を
装
っ
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
受
信
す
る
た
め
の
費
用
を
不
正

に
請
求
し
た
り
、
工
事
の
勧
誘
を

行
う
例
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

誤
っ
た
情
報
や
不
十
分
な
情
報
に

基
づ
い
て
関
連
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
売
り
つ
け
る
悪
質
商
法
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

行
政
機
関
や
放
送
事
業
者
が
個

人
の
自
宅
を
訪
問
し
、
工
事
を
理

由
に
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
は
慎
重
に

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

デ
ジ
サ
ポ
岡
山

　

☎
０
８
６-

８
９
９-

６
０
６
０

　

貸
金
業
法
と
は
、
消
費
者
金
融

な
ど
の
貸
金
業
者
や
貸
金
業
者
か

ら
の
借
入
れ
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
法
律
の
こ
と
で
す
。

　

近
年
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど

の
借
金
を
抱
え
て
し
ま
う
「
多
重

債
務
者
」
の
増
加
が
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
貸
金
業
法
は
、
６

月
18
日
に
改
正
さ
れ
、
利
用
者
が

安
心
し
て
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
、

次
の
点
が
変
わ
り
ま
し
た
。

①
借
り
過
ぎ
、
貸
し
過
ぎ
の
防
止

　

・
年
収
の
３
分
の
１
を
超
え
る
額

　

の
新
規
の
借
入
れ
が
で
き
な
く

　

な
り
ま
す
。

　

・
借
入
れ
の
際
、
基
本
的
に
収
入

　

を
証
明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収

　

票
、
確
定
申
告
書
、
給
与
明
細

　

な
ど
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
上
限
金
利
の
引
き
下
げ

　

　

法
律
上
の
上
限
金
利
が
29
・
２

　

％
か
ら
借
入
金
額
に
応
じ
て
15

　
〜
20
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

③
貸
金
業
者
へ
の
規
制
も
厳
し
く

　
　

　

法
令
遵
守
の
助
言
・
指
導
を
行

　

う
国
家
資
格
の
あ
る
人
を
営
業

　

所
に
置
く
こ
と
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
に
法
律
が
か

　瀬戸内市消費生活問題研究協議会
では下記の日程で手作り教室を開催
します。
　タンスに眠っている背広をちょっ
と手直しするだけで、おしゃれなベ
ストに生まれかわります。一緒にリ
フォームしましょう。
　原則として全2回の参加ですが、都
合のつかない人は、どちらか１回で
も構いません。
　お誘い合わせの上、ぜひご参加く
ださい。

▽日時　10月23日（土）、11月27日（土）
　午前9時30分～午前11時30分

▽場所　リサイクルプラザ・おく
▽持ってくる物

　不要の背広、裁縫道具

▽参加費　無料

▽定員　２０人
■問い合わせ先
　リサイクルプラザ・おく

わ
っ
て
も
ヤ
ミ
金
融
（
無
登
録
の

業
者
な
ど
）
か
ら
は
絶
対
に
借
り

な
い
で
く
だ
さ
い
。
借
金
で
困
っ

た
と
き
は
、
早
め
に
無
料
の
相
談

窓
口
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先

①
返
済
に
つ
い
て
の
お
悩
み
は　

　

中
国
財
務
局

　

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
８
２-

２
２
１-

９
２
０
６

　
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会

　

☎
０
８
２-

５
１
１-

８
０
０
１

②
貸
金
業
法
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

中
国
財
務
局

　

岡
山
財
務
事
務
所
理
財
課

　

☎
０
８
６-

２
２
３-

１
１
３
１

　

瀬
戸
内
警
察
署
管
内
全
域
で
、

就
寝
中
に
泥
棒
に
入
ら
れ
る
な
ど

の
侵
入
盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
末
現
在
の
侵
入
盗
の
発
生

件
数
は
17
件
で
す
。

　

自
宅
で
就
寝
中
で
あ
っ
て
も
油

断
す
る
こ
と
な
く
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
侵
入
盗
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

玄
関
な
ど
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク

　

泥
棒
は
侵
入
に
時
間
が
掛
か
る

の
を
嫌
う
た
め
、
玄
関
の
ド
ア
は

２
つ
の
鍵
を
付
け
る
ツ
ー
ロ
ッ
ク

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
振
動
や

ド
ア
の
開
閉
に
よ
っ
て
音
が
出
る

防
犯
セ
ン
サ
ー
や
人
や
車
が
近
付

く
と
明
か
り
が
つ
く
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

２
階
も
忘
れ
ず
に

　

２
階
か
ら
侵
入
す
る
泥
棒
も
い

る
の
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
２
階
の

部
屋
に
も
必
ず
鍵
を
掛
け
、
侵
入

を
容
易
に
す
る
脚
立
や
足
場
と
な

る
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

死
角
を
つ
く
ら
な
い

　

塀
を
低
く
し
た
り
、
庭
木
を
剪

定
し
て
、
泥
棒
が
隠
れ
る
の
を
防

ぐ
な
ど
見
通
し
の
確
保
や
家
の
周

り
に
砂
利
を
敷
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

窓
ガ
ラ
ス
に
は
補
助
錠
を

　

泥
棒
の
中
に
は
窓
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
侵
入
す
る
も
の
が
い
ま

す
。
窓
に
は
ク
レ
セ
ン
ト
錠
だ
け

で
な
く
補
助
錠
を
取
り
付
け
る
と

と
も
に
、
窓
ガ
ラ
ス
を
防
犯
ガ
ラ

ス
に
取
り
替
え
た
り
、
ト
イ
レ
や

浴
室
の
高
窓
に
は
面
格
子
を
取
り

付
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

「
地
域
の
目
」
で
撃
退

　

泥
棒
は
、
近
所
の
人
に
顔
を
見

ら
れ
た
り
、
声
を
掛
け
ら
れ
た
り

す
る
の
を
嫌
い
ま
す
。
地
域
で
見

慣
れ
な
い
人
を
見
た
ら
あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
一
言
声
を
掛
け
ま

し
ょ
う
。

短
時
間
の
外
出
も
必
ず
鍵
を　
　

　

朝
の
ゴ
ミ
出
し
、
ち
ょ
っ
と
し

た
外
出
な
ど
、
短
時
間
で
も
必
ず

鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

不
審
者
を
見
た
ら
１
１
０
番

　

敷
地
内
に
無
断
で
侵
入
し
て
屋

内
を
の
ぞ
い
た
り
、
バ
ー
ル
や
ド

ラ
イ
バ
ー
な
ど
侵
入
用
具
を
所
持

し
て
い
た
り
す
る
不
審
者
を
見
掛

け
た
場
合
に
は
直
ち
に
１
１
０
番

通
報
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
警
察
署

住宅用火災警報器の設置期限まであと半年になりました
あなたの大切な命と財産を守るために

警
察察察察
安
全全全全
情情
報報報

磯上地域支援親和会の岡村会長



回 日時 内容

1 11 月 5 日（金）
9：00 ～ 11：30

①オリエンテーション
②講話　「メタボについて知っ得！
　聞い得 !　心得とく !」　
　講師　市職員（保健師）
③健康体力チェック

2 11 月 19 日（金）
9：30 ～ 11：30

①演習 「楽しく脱メタボ運動」
　講師　為房真由美氏（健康運
　動指導士）　

3 11 月 25 日（木）
9：30 ～ 12：30

①講話「バランスのよい食事とは
　（その①）」　
　講師　市職員（管理栄養士）
②調理実習

4 12 月 10 日（金）
9：30 ～ 11：30

①演習「楽しく脱メタボ運動」
　講師　為房真由美氏（健康運 
　動指導士）　

5 12 月 17 日（金）
9：30 ～ 12：30

①講話「バランスのよい食事とは
　（その②）」　
　講師　市職員（管理栄養士）
②調理実習

6 平成23年 1月 7日（金）
9：30 ～ 11：30

①演習「楽しく脱メタボ運動」
　講師　為房真由美氏（健康運
　動指導士）

7 1 月 21 日（金）
9：30 ～ 11：30

8 2 月 3日（木）
9：30 ～ 11：30

9 ２月 18 日（金）
9：30 ～ 11：30

10 3 月 4 日（金）
9：30 ～ 11：30

11 ３月 18 日（金）
9：30 ～ 11：30

12 ３月 24 日（木）
9：30 ～ 11：30

①健康体力チェック
②調理実習
③復習とまとめ

内
臓
脂
肪
は
な
ぜ
悪
い
？

　　

体
の
脂
肪
に
は
、
内
臓
に
つ
く

内
臓
脂
肪
と
皮
下
に
つ
く
皮
下
脂

肪
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
く
耳
に
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
元
と
な
る
の
は

内
臓
脂
肪
で
、
食
べ
過
ぎ
や
飲
み

過
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習

慣
を
続
け
る
こ
と
で
た
ま
っ
て
い

き
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
は
、
悪
玉
物
質
を
分

泌
す
る
と
と
も
に
善
玉
物
質
を
減

ら
し
て
そ
の
働
き
を
鈍
く
し
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
血
圧
の
上
昇
や

血
液
中
の
糖
や
脂
肪
を
増
加
さ

せ
、
血
管
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続
く

と
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
心
臓

病
や
脳
卒
中
に
な
る
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
に
は

　

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
食
生
活
の
改
善
と
と
も
に
、

運
動
不
足
の
解
消
が
不
可
欠
で

す
。
食
事
制
限
だ
け
で
減
量
す
る

と
、
脂
肪
と
一
緒
に
筋
肉
も
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
リ
バ
ウ
ン
ド
を
繰

り
返
し
、
太
り
や
す
く
や
せ
に
く

い
体
質
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

運
動
も
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
、

筋
肉
を
維
持
し
な
が
ら
、
内
臓
脂

肪
を
効
率
よ
く
燃
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
は
皮
下
脂
肪
に
比

べ
、
減
ら
し
や
す
い
脂
肪
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

人
が
内
臓
脂
肪
を
５
％
く
ら
い
減

　

今
年
度
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
る

食
事
や
運
動
な
ど
に
つ
い
て
楽
し

く
学
習
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
５
日
（
金
）
〜
３

　

月
24
日
（
木
）
全
12
回

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象
者　

次
の
条
件
を
全
て
満

　

た
す
人　

　

・
瀬
戸
内
市
在
住
者

　

・
腹
囲
が
男
性
で
85
㌢
、
女
性
で

　

90
㌢
以
上
の
人

　

・
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人

▽
募
集
人
数　

30
人

※
で
き
る
だ
け
全
て
の
回
に
参
加

　

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数

　

の
場
合
は
過
去
に
参
加
し
た
こ

　

と
が
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円
（
資

　

料
代
・
実
習
代
を
含
む
）

▽
募
集
期
限　

10
月
20
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課
　

　
　皆さんは瀬戸内市の特産物をいくつ知っ
ていますか？
　瀬戸内市は海や山に囲まれ、米、かぼちゃ、
冬瓜、白菜、ミニトマト、ブドウやミカン
にレモン、水産物でもカキやゲタ、アナゴ、
ママカリ、サワラ、メバルにスズキなど特
産物が盛りだくさんです。

　ほかにもいろいろありますが、どのくら
い皆さんは食べているでしょうか。
　平成 21 年度に行った調査では、瀬戸内市
の特産物を知っている人の割合は、高校生
で 44.3％、20 ～ 40 代で 67.2％という結果
でした。また、20 ～ 40 代でなるべく地元
の物を選んで買っているという人の割合
は 24.3%、安い場合のみ買う人の割合は
38.8%という結果でした。
　「地産地消」は昔からのことわざで「三里
四方のものを食べろ」「身

し ん ど ふ じ

土不二」に相当す
ることばです。他の土地へ行けば、その土
地の物を食べる事が体にはよい、「体と土地
は一体のものだ」という意味のことばです。
　その土地にあった体を作り、地域を支え、
また安全性や環境問題の面からも、地元の
食材を手にとりたいものです。
　なお、特産物カレンダーは、瀬戸内市の
ホームページ（市のデータ・資料集→食育
推進計画 P.18）に、また平成 21 年 8月号の
広報にも載せていますので、ぜひごらんく
ださい。

瀬戸内市の代表
的な野菜、冬瓜
（右）とそうめ
ん南瓜（左）

地元の旬の食材
がふんだんに使
われている学校
給食

量
す
る
と
（
例
え
ば
体
重
80
キ

ロ
㌘
の
人
は
４
キ
ロ
㌘
の
減
量
）、

検
査
値
が
改
善
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
で

健
康
づ
く
り

　

し
か
し
、
内
臓
脂
肪
が
減
ら
し

や
す
い
と
は
い
え
、
自
分
で
は
生

活
習
慣
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た

ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
る
皆
さ
ん

に
ぴ
っ
た
り
の
教
室
「
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
教
室
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

教
室
の
開
催
要
領
は
左
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
で
す
。
健
康
運
動
指
導

士
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
と
一

緒
に
自
分
に
合
っ
た
運
動
、
食
事

を
見
つ
け
て
健
康
な
明
日
へ
の
第

一
歩
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ヘルスアップ教室日程

ヘルスアップ教室で仲間と一緒に健康に

昨年度教室に参加した皆さんの声

Ｍさん（女性　60代）
　メタボ解消の目的で参加しました。調理実習では、バラン
スのよい食事の摂り方、薄味のコツなど教えてもらい大変参
考になりました。また、体を動かすことが苦手でしたが、や
さしく運動方法を指導してくれたため、自宅でも毎日体を動
かすことが習慣になりました。全くできなかった動作もでき
るようになり、腰痛も緩和されました。
　
Ｎさん（女性　70代）
　生活習慣の改善をしたいと思い教室に参加しました。目標
実現に向かって計画を立て、食生活・運動・休養について個
人相談を行い、継続することの大切さを学ぶことができまし
た。体重はもちろん腹囲も減少。血液検査も改善し、今年の
冬は風邪も引かずに過ごすことができました。食事・運動の
大切さを感じることができた６カ月でした。



　

ド
ラ
マ
で
も
話
題
の
坂
本
龍
馬

を
題
材
と
し
た
講
演
会
を
瀬
戸
内

市
文
化
祭
（
邑
久
会
場
）
で
開
催

し
ま
す
。

　

本
講
演
会
で
は
、「
龍
馬
の
如

く
自
分
ら
し
く
自
由
に
生
き
る
」

と
題
し
て
、
起
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
茶ち
ゃ

谷た
に

清き
よ

志し

氏
（
龍
馬
に
学
ぶ

行
動
力
研
究
所
代
表
、
右
写
真
）

に
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

茶
谷
氏
は
家
庭
の
事
情
に
よ
り

小
学
５
年
生
か
ら
働
き
始
め
、
定

現
代
の
名
工
た
ち
　

　　

今
年
も
現
代
刀
匠
の
新
作
を
展

示
す
る
「
お
守
り
刀
展
覧
会
」
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
５
回

目
の
節
目
の
記
念
展
と
な
る
今

回
、
刀
身
の
部
35
口ふ
り

、
外
装
の
部

16
点
、
主
催
者
・
審
査
員
出
品
６

点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
か

け
て
行
わ
れ
た
事
前
の
審
査
会
で

は
、
総
合
の
部
、
刀
身
の
部
、
外

装
の
部
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
入
賞

作
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
外
装
の
部
の
第
一
席
に

輝
い
た「
濃
の
う
ち
ゃ
う
る
し
ぬ
り
し
ち
ご
さ
ん
き
ざ
み
ざ
や

茶
漆
塗
七
五
三
刻
鞘

出だ
し
ざ
め
あ
い
く
ち
こ
し
ら
え

鮫
合
口
拵
」
は
、
鞘
の
下
地

は
石
﨑
三
郎
氏
（
倉
敷
市
）、
鞘

の
漆
塗
り
は
、
岸
野
輝
仁
氏
（
瀬

戸
内
市
）
に
よ
る
作
品
で
、
両
者

と
も
刀
剣
の
里
刀
剣
工
房
に
て
実

演
し
て
い
る
職
方
で
す
。

　

本
作
は
、
鞘
の
姿
が
良
い
だ
け

で
な
く
、
漆
塗
に
関
し
て
抜
群
の

塗
で
あ
る
と
、
審
査
員
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

時
間
を
か
け
て
乾
か
す
漆
芸
に

お
い
て
、
７
本
・
５
本
・
３
本
と

刻
み
が
入
れ
ら
れ
た
本
作
の
よ
う

に
、
細
か
な
凹
凸
を
く
っ
き
り
と

見
せ
る
の
は
、
技
と
根
気
だ
け
で

な
く
、
わ
ず
か
な
歪
み
を
見
落
と

さ
な
い
眼
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
古
刀
の
名
品
を
展
示

　

本
展
覧
会
で
は
、
現
代
の
名
工

の
作
だ
け
で
は
な
く
、
古
作
の
名

品
も
展
示
し
ま
す
。

　

９
月
29
日
（
水
）
か
ら
10
月
24

日
（
日
）
の
前
期
展
で
は
、
古
刀

の
名
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

・
国
宝　

刀　

中
務
正
宗

　
（
文
化
庁
蔵
）

　

・
重
要
文
化
財　

短
刀　

行
光

　
（
日
光
東
照
宮
蔵
）

　

・
重
要
文
化
財　

太
刀　

包
永

　
（
四
條
畷
神
社
蔵
）

　

・
重
要
文
化
財　

太
刀　

遠
近　

　
（
日
光
二
荒
山
神
社
蔵
）

　

・
重
要
美
術
品　

脇
指　

康
継

　
（
個
人
蔵
・
大
阪
歴
博
寄
託
品
）

　

こ
う
し
た
相
州
伝
、
大
和
伝
、

備
前
伝
の
ほ
か
、
山
城
伝
の
国
行

の
太
刀
、
美
濃
伝
の
兼
定
の
刀
な

ど
「
五
ヶ
伝
」
と
呼
ば
れ
る
作
風

の
刀
剣
が
勢
揃
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
26
日
（
火
）
か
ら

11
月
23
日
（
火
）
の
後
期
展
で
は

備
前
刀
の
名
品
を
時
代
ご
と
に
展

示
し
ま
す
。

　

・
国
宝　

太
刀　

友
成

　
（
厳
島
神
社
蔵
）

　

・
重
要
文
化
財　

太
刀　

景
光

　
（
文
化
庁
蔵
）

　

・
重
要
文
化
財　

太
刀　

康
光

　
（
日
光
二
荒
山
神
社
蔵
）

　

・
重
要
文
化
財　

脇
指　

勝
光
・

　

宗
光

　
（
日
光
東
照
宮
蔵
）

　

・
重
要
美
術
品　

刀　

長
光

　
（
個
人
蔵
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
南
北
朝
時
代
に

作
ら
れ
た
雲
次
の
刀
（
西
郷
家
伝

来
）、
室
町
中
期
に
作
ら
れ
た
賀

光
の
刀
（
蓮
れ
ん
に
ょ如

上
人
の
愛
刀
）
な

ど
も
里
帰
り
し
ま
す
。
古
今
の
名

品
を
同
時
に
観
賞
で
き
る
貴
重
な

機
会
に
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

も
っ
と
刀
剣
を
身
近
に

　

10
月
30
日
か
ら
11
月
７
日
ま
で

の
９
日
間
、
岡
山
県
内
の
全
市
町

村
で
第
25
回
国
民
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
で
は
日
本
刀
の
一
大

産
地
と
し
て
栄
え
た
長
船
に
て
10

月
30
日（
土
）と
31
日（
日
）に「
備

前
お
さ
ふ
ね
名
刀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

刀
剣
博
物
館
も
こ
の
２
日
間
は

入
館
料
が
無
料
と
な
り
、
博
物
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
展
示
案

内
・
解
説
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、

月
１
度
の
講
習
を
受
け
、
日
本
刀

の
素
晴
ら
し
さ
や
製
作
上
の
大
変

さ
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
ま
し

た
。
展
示
品
に
つ
い
て
だ
け
で
な

く
、
製
作
工
程
に
関
す
る
説
明
な

ど
、
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
刀
剣
の
魅

力
が
伝
わ
る
よ
う
一
生
懸
命
ガ
イ

ド
を
行
い
ま
す
。

　

今
ま
で
何
度
も
博
物
館
に
足
を

運
ん
で
い
る
人
も
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機

会
に
来
場
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
「
文
章
は
自
由
に
書
け
」
は
間
違
い
。
読
み
手
に

伝
わ
る
よ
う
に
作
文
・
小
論
文
を
書
く
に
は
ル
ー
ル

と
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
作
文
を
組
み
立
て
る

ポ
イ
ン
ト
、
文
章
の
形
式
と
コ
ツ
な
ど
、
読
み
手
を

納
得
さ
せ
る
文
章
の
書
き
方
を
伝
授
し
ま
す
。

　
小
野
田
博
一
…
著

　鈴木誠…著

　ゼロから起業し、6 年で年商 110 億円を達成した元
銀行マンが明かす「儲かる農業」の仕組みとは ?　各
国が輸出規制を強め、日本の「食」が危機を迎える中、
日本の農業を元気にするという夢に挑戦する男の骨
太な生き様を紹介した一冊です。

☎
☎
☎

BooKs

時
制
高
校
か
ら
法
政
大
学
文
学
部

史
学
科
に
進
学
。
起
業
後
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し
、

超
効
率
経
営
で
年
収
１
億
円
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

茶
谷
氏
が
40
年
以
上
に
わ
た
る

経
験
を
通
し
て
得
た
結
果
を
出
す

行
動
の
極
意
と
は
？

　

そ
れ
は
、
龍
馬
の
よ
う
に
自
由

な
心
で
、「
ゼ
ロ
か
ら
無
限
大
を

生
み
出
す
、龍
馬
発
想
と
考
動
力
」

に
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

講
演
会
を
通
し
て
「
龍
馬
の
如

く
自
分
ら
し
く
自
由
に
生
き
る
」

こ
と
を
知
り
、
あ
な
た
の
中
に

眠
っ
て
い
る
龍
馬
が
目
覚
め
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
日
時　

10
月
23
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館

　

現
在
、公
民
館
で
は
、市
役
所・

瀬
戸
内
警
察
署
の
職
員
、
公
民
館

講
座
の
皆
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、

出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
魅
力
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
、
市
民
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
る
た
め
に
、
広
く
講
師
を
募

集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
団
体
や
、

郷
土
の
歴
史
に
詳
し
い
人
な
ど
、

知
識
や
経
験
、
特
技
を
生
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
他
薦
の
場

合
は
ご
本
人
の
了
承
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

　
中
央
公
民
館

坂本龍馬ってどんな人？
　坂本龍馬（1835 ～ 1867）は、
土佐（現在の高知県）に生まれ、
江戸で剣術や砲術の修業後、帰国
して土佐勤王党に加盟しました。
　土佐藩を脱藩後は、幕臣・勝海
舟の門人となり、日本初の商社と
いわれる亀山社中（後の海援隊）
を長崎に設立。
　その後、薩長連合を成立させ、
大政奉還を実現しました。

　新国家構
想の実現に
尽力中、京
都の近江屋
で中岡慎太
郎とともに
何者かに暗
殺されまし
た。享年 33
歳でした。坂本龍馬外装の部第一席「濃茶漆塗七五三刻鞘出鮫合口拵」



国
道
事
務
所
が
発
行
し
た
身
分
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

調
査
票
は
、
後
日
、
調
査
員
が
回

収
に
行
き
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
起
終
点
調
査
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０-

３
３-

０
７
９
０

建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
へ
加
入
を

　

こ
の
制
度
は
、「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
基

づ
き
、
建
設
現
場
で
働
く
人
の
福

祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小

企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
事
業
主
は
、
建
設

業
を
営
む
人
で
、
対
象
と
な
る
労

働
者
は
、
建
設
業
の
現
場
で
働

く
人
で
す
。
掛
け
金
は
、
日
額

３
１
０
円
で
す
。

　

制
度
の
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
建
退
共
岡
山
県
支
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共
岡
山
県
支
部
（
岡
山
建

　

設
会
館
内
）

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

４
１
３
３

岡
山
地
区
矯
正
展

　　

岡
山
刑
務
所
で
は
、
地
域
社
会

の
人
々
に
矯
正
行
政
や
受
刑
者
の

社
会
復
帰
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岡

山
地
区
矯
正
展
（
刑
務
所
作
業
製

品
展
示
即
売
会
）を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
刑
務
所
内
の
見
学
や

刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
、
歌

謡
シ
ョ
ー
、
婦
人
会
に
よ
る
う
ど

ん
や
野
菜
の
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
23
日
（
土
）、
24

　

日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時　

　
（
24
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▽
場
所　

岡
山
刑
務
所
（
岡
山
市

　

北
区
牟
佐
７
６
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を

　

国
土
交
通
省
岡
山
国
道
事
務
所

で
は
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
調
査
の

一
環
と
し
て
「
自
動
車
起
終
点
調

査
」（
自
動
車
利
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
「
自
動
車
起
終
点
調
査
」

は
、
交
通
の
流
れ
の
も
と
と
な
る

車
の
一
日
の
動
き
に
つ
い
て
、
ど

こ
か
ら
ど
こ
へ
、
ど
う
い
う
目
的

で
移
動
し
た
か
な
ど
を
調
査
す
る

も
の
で
、
現
在
の
交
通
実
態
を
把

握
し
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
や

将
来
の
道
路
計
画
の
基
礎
資
料
と

す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
は
、
岡
山
県
内
か
ら
無
作

為
に
選
び
出
さ
れ
た
約
２
万
６
千

世
帯
を
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
し
て
記
入
方
法
な
ど
を

説
明
し
ま
す
。
調
査
員
は
、
岡
山

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

普
段
出
会
い
の
機
会
が
少
な
い

と
い
う
独
身
の
人
、
日
本
の
エ
ー

ゲ
海
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

10
月
17
日
（
日
）

　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　

ホ
テ
ル
リ
マ
ー
ニ
（
牛

　

窓
町
牛
窓
３
９
０
０
）

▽
対
象　

独
身
成
人
男
女
各
35
人

　
（
先
着
順
）

※
男
性
は
、
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

　
勤
の
人
に
限
り
ま
す
。

▽
会
費　

　

・
男
性
２
、０
０
０
円

　

・
女
性
１
、０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

　

チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。
瀬

戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
牛
窓
支

所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
９
２
４

キ
ラ
リ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

　　

瀬
戸
内
市
商
工
会
で
は
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
産
業
ま
つ

り
「
キ
ラ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
す
。　

　

市
内
の
農
業
協
同
組
合
や
漁
業

協
同
組
合
、
観
光
協
会
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
元
気
な

ま
つ
り
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
特
産
品
や
各
種
商
品

の
販
売
、
企
業
紹
介
の
ほ
か
、
地

元
食
材
を
使
っ
た
グ
ル
メ
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
決
行
で
す
。

▽
場
所　
出
島
公
園（
牛
窓
町
牛
窓
）

▽
駐
車
場　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
跡
地
（
牛
窓

　

町
牛
窓
６
３
９
９
）

■
問
い
合
わ
せ
先

め
、
全
国
一
斉
に
相
談
を
中
心
と

し
た
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
総
務
省
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、

行
政
に
関
す
る
苦
情
そ
の
他
相
談

や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
相

談
者
と
関
係
行
政
機
関
と
の
間
に

立
っ
て
公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら

あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
や

実
現
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
総
務
省
岡
山
行
政
評
価

事
務
所
で
も
年
間
を
通
じ
て
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時
お
よ
び
場
所

①
10
月
21
日
（
木
）

　

瀬
戸
内
市
役
所

②
10
月
22
日
（
金
）

　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

③
10
月
27
日
（
水
）

　

牛
窓
町
公
民
館

※
各
会
場
と
も
午
前
10
時
か
ら
正

　

午
ま
で
の
開
催
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

総
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
２

　

総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

１
１
１
０

　

瀬
戸
内
市
商
工
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
１
０

朝
鮮
通
信
使
行
列
の

参
加
者
を
募
集　

　　

秋
の
半
日
を
韓
国
の
衣
装
に
身

を
包
ん
で
牛
窓
の
海
沿
い
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

瀬
戸
内
市
牛
窓
国
際
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
で
は
、
朝
鮮
通
信
使

行
列
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
（
弁
当
・
保

険
付
き
）

▽
場
所　

本
蓮
寺
〜
牛
窓
東
小
学

　

校
（
牛
窓
町
牛
窓
）

▽
募
集
期
限　

10
月
15
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
牛
窓
国
際
フ
ェ
ス
タ

　

実
行
委
員
会
事
務
局　

岡
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
０
１
８

行
政
相
談

　　

総
務
省
で
は
、
10
月
18
日
か
ら

24
日
ま
で
を
行
政
相
談
週
間
と
定

　

〒
７
０
０-

８
６
０
４　

　

岡
山
市
北
区
弓
之
町
６-

１

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
４
９

　

FAX
０
８
６-

２
２
４-

１
１
８
７

　

mailoka-fukyu@
pref.okayam

a.
 　

lg.jp

特
別
展
覧
会

岡
山
・
美
の
回
廊

　　

岡
山
県
立
美
術
館
で
は
、
約
千

年
間
に
及
ぶ
岡
山
ゆ
か
り
の
美
術

を
取
り
上
げ
る
特
別
展
覧
会
「
岡

山・美
の
回
廊
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

出
品
作
品
数
は
約
２
０
０
点
。

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
書
画
か
ら
近

代
美
術
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ン
ル
を
超

え
た
多
彩
な
表
現
に
至
る
ま
で
、

美
術
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

10
月
８
日
（
金
）

　

〜
11
月
７
日
（
日
）　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
立
美
術
館

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

４
８
０
０

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

in
ホ
テ
ル
リ
マ
ー
ニ

　
牛
窓
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
素
敵
な
出
会
い
を
お
手
伝
い

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
北
長

　

瀬
駅
集
合
）

▽
参
加
費　

２
、０
０
０
円
（
お

　

土
産
付
き
）

▽
内
容　

 

手
巻
き
寿
司
・
地
鶏

　

鍋
作
り
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
試
食
、

　

ぶ
ど
う
狩
り
、
親
睦
会
な
ど

▽
申
込
期
限　

10
月
15
日
（
金
） 

　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

岡
山
県
備
前
県
民
局

　

岡
山
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　

岡
山
刑
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
９-

２
５
４
３

農
業
体
験
交
流
ツ
ア
ー

　

む
ら
と
ま
ち
の
若
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会
と
岡
山
地
方
新
農

業
経
営
者
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
で

は
、
独
身
女
性
が
農
作
業
や
収
穫

体
験
な
ど
を
通
じ
、
岡
山
地
域
の

農
業
青
年
と
の
交
流
や
農
業
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
農
業
体

験
交
流
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象
者　

20
歳
以
上
の
独
身
女

　

性
（
定
員
20
人
）

▽
日
時　

10
月
31
日
（
日
）

日本のエーゲ海で楽しいひとときを

吉井川河川公園の
遊具について

　現在、吉井川河川公園の遊
具を撤去しています。

　これは、台風などの大雨によ

り河川が増水した場合、遊具が

流され河川に設置されている施

設などに被害を及ぼす危険性が

あるからです。

　設置については 11 月上旬を

予定していますのでご理解をお

願いします。

■問い合わせ先
　建設課
　☎０８６９-２２ - ２６４９



　長船荘在宅介護支援センターでは、認知症に対する理解
を深めるため、「おさふね介護教室」を開催します。

▽日時　10月 13 日（水）　午後１時 30 分～午後３時 30 分

▽場所　ゆめトピア長船

▽テーマ　「認知症の正しい理解　～早期発見と予防～」

▽講師　藤田文博氏（岡山ひだまりの里病院院長）

▽参加費　無料（事前連絡が必要）
■問い合わせ・申込先
　長船荘在宅介護支援センター　☎０８６９-２６ - ４７７２

●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４

●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２

●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９

●消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：くらしの相談員】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９

◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４

◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○わーく相談会（障害がある人の就職や生活の相談会）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課
　　☎０８６９-２６ - ５９４３

※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

　子どもの成長や発達について、小児科専門医が相談に応
じ、発達検査も行います。相談を希望する人は、事前にご
予約ください。

▽日時　10 月６日（水）　時間は予約後に決定

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催してい
ます。興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　10 月 29 日（金）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「運動と健康」

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　５００円（食事付き）　１００円（食事なし）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

　在宅介護支援センターあじさいでは、地域福祉の向上を
図るため、次のとおり「あじさい講座」を開催します。

▽日時　10 月 16 日（土）　午前 10 時～正午

▽場所　あじさいのおか牛窓

▽内容　「認知症について」

▽講師　内藤絵里氏（岡山赤十字病院医療ソーシャルワーカー）

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
※介護・健康用品の展示もあります。
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ - ６３６６

健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5ヵ月児） 10 月 19 日（火） 平成 22 年 5月生

乳児健診
（9・10 ヵ月児） 10 月 20 日（水） 平成 22 年 1月生

1 歳６ヵ月児健診 10 月 13 日（水） 平成 21 年 3月生
2 歳児健診 10 月 14 日（木） 平成 20 年 6月生
3 歳児健診 10 月 27 日（水） 平成 19 年 4月生

子どもの健診

人の動き《平成 22年 9月 1日現在》

人口 ３９，２８４人    （－４１）
男 １８，７３３人    （－１２）
女 ２０，５５１人    （－２９）
世帯 １４，４６７戸    （－　５）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分
月納期の市税・保険料

　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を
希望する人は、事前にご予約ください。予約開始日は 10 月
1日（金）からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　11 月 11 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　牛窓町公民館

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

市県民税【３期】　国民健康保険税【４期】
介護保険料【４期】　後期高齢者医療保険料【２期】
※納付期限は 11 月 1 日（月）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

各種相談
9/26 9/27 9/28 9/29 9/30 1 2

○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

3 4
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

5
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

6
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

7
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

8
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　市長杯ペタンク大会
　8：30 ～
　邑久スポーツ公園
体協　市民ゴルフ秋季大会
　9：00 ～
　長船カントリークラブ

10
体協　秋季バレーボール大会
　9：00 ～
　長船スポーツ公園
体協　歩こう会
　運転免許センターコース
　８：29 邑久駅発赤穂線

11
体協　スポーツフェスティバル
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

12 13
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

14 15
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

16
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
○発達障害専門相談
　9：00 ～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル

17
体協　瀬戸内卓球ミックスダ
ブルス交流大会
　9：00 ～　牛窓体育館
体協　秋季ソフトバレーボール大会
　8：30 ～
　牛窓中学校体育館
体協　秋季ソフトボール大会
　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園
体協　ダブルステニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

18　 19
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

20
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

21
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
●消費生活相談
　9：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

22
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

23
○発達障害専門相談
　9：00 ～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル

24 25
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

26
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

27
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

28
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

29 30
○発達障害専門相談
　9：00 ～ 12：00
　地域生活支援センタースマイル

31 11/1 11/2 11/3 11/4 11/5 11/6

      　　2010　October
10

8 1
○

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://sports.geocities.jp/setouchi_taikyo/
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①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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■問い合わせ・
　〒７０１-４
　瀬戸内市邑久
　瀬戸内市役所　
　☎０８６９-
FAX ０８６９ -
mail:hiroba@city

牛窓にいっぱい、展示と集い 
牛窓文化月間２０１０

　まちの人の憩いの場となる歌声喫茶、ギャラリーやコンサート、
座談会など地域の人が一体となってつくりあげる秋の牛窓文化月間
が今年も行われます。期間中は、40 近い行事が牛窓各地で開催され
ます。皆さん、気軽に足を運んでください。
　なお、全行事を紹介する文化月間カレンダーは、牛窓町地域には、
10 月 6日（水）の新聞に折り込みます。そのほか市役所本庁、各支
所などでも配布します。
■問い合わせ先
　牛窓文化月間を実現する会事務局
　☎０８６９-３４ - ５９４７

市民大学講座「せとうち村塾」
　市民大学講座としておなじみの「せとうち村塾」を次の日程で開
催します。皆さんもわたしたちと一緒に学んでみませんか。

▽月日・内容　
① 10 月 10 日（日）　
　「不思議な鳥…ブッポウソウ」
　岡山に多い鳥ブッポウソウの生活や保護などについて紹介します。
　講師　丸山健司氏（日本野鳥の会岡山代表）
② 12 月 12 日（日）
　「隕石衝突説」
　6,500 万年前に起きた恐竜を含む大量絶滅の原因の中で、現在最も
有力な「隕石衝突説」について解説します。

▽時間　毎回午後１～４時

▽場所　中央公民館実習室

▽参加費　毎回５００円
■問い合わせ先
　今吉さん
　☎０８０-３８８８ - ８５０２
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